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論 文 内 容 の 要 旨

 1 緒論

 虚血性心疾患の外科治療法には，冠動脈を修復再：建し

ょうとする方法（冠動脈外科の直接法）と，本来の冠循

環経路とは別に心筋に血液を導こうとする方法（冠動脈

外科の間接法）とがある．著者は第一の観点から，冠動

脈血栓摘出カテーテルを新しく考案作製して，冠動脈外

科直接法の簡略化をはかった．また第二の観点から，

心筋組織間隙に加圧注入あるいは左室内圧を利用して動

脈血を導き，心筋を直接養うことを目的として二つの実

験を行なった．

 五 実験研究

 A．冠動脈血栓摘出カテーテル法

 （工） 目的

 冠動脈血栓摘出に際して冠動脈を切開せずに冠動脈口

から挿入したカテーテルにより血栓摘出を行なうことを

目的として，新しい構造を持つた冠動脈血栓摘出カテー

テルを考案作製して実験を行なった．

 （2）装置とその原理

 この装置はポリエチレンチューブ内にラセン状鋼線を

内蔵したものである．このラセン部分のみを高速回転モ‘

一ターで回転すると，水の粘性のためにチューブ内に吸

引力が作り出される．ラセンの先端はドリルの働らきを

するように工夫されている．この装置は細小血管内の血

栓を破壊すると同時に吸引排出することを可能にした．

 （3） 実験方法および結果

 雑種成犬の股動脈本幹およびその分枝内に血栓を作成

したのちに，本装置を用いて血栓摘出を行ない安全性と

効果を確めた．次いで冠動脈内に作られた血栓を，冠動

脈口から挿入した本装置を用いて摘出を行なった．血栓

はカテーテルの先端で破壊すると同時に，急速にチュー

ブ内に吸い込まれ排出される．本装置を用いると常温拍

動下に短時間で血栓摘出ができ，血栓の破片を飛び散ら

すことなく確実に摘出できることが明らかになった．

 B．心筋内動脈血注入法

 （1） 目的

 心筋組織間隙内に人為的に動脈血を加圧注入した時，

心筋がこの血液を利用することを期待して実験を行なっ

た．

 （2）予備実験

 犬の摘出心臓または生きた心臓の心筋組織間隙内に種

々の液体を注入すると，容易に冠静脈内に流入すること

を見出した．

 （3） 実験方法および結果

 成犬の心筋組織間隙内に落差を用いて動脈血を加圧注

入した．注入後30～120分後に全例心機能が極度に低下

した．注入された血液はほとんど全量が冠静脈内に流入

することは明らかになったが，硬塞改善の効果は認めら

れなかった．

 C，心内膜切除法

 （1） 目的

 左心室内に多量に存在する動脈血を心筋に導いて，心

筋を直接養うことを目的とした．

 （2）実験方法

 左心室内の血液を心筋に導くためには心内膜の障壁と．
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なっているのでこれを取り除き，硬塞心筋全体に血液が

ゆきわたるようにいくつかの工夫をした．雑種成犬を用

いて心筋硬塞を作成したのちに次の4群の実験を行なっ

た． （i）対照群， （ii）経左房的心内膜切除群， （iii）

放射状トンネル作成群， （iv）心筋乱刺群。

 （3）実験結果

 2週問以上の生存率は対照群16頭中62．5％，経左房的

心内膜切除群22頭中63．6％，放射状トンネル作成群16頭

中68．8％，心筋乱刺群13頭中69．2％，であった．各群の

間に有意の差は認められなかった．また心表面心電図，

色素注入，病理所見からも，左室内血液を心筋が利用し

ていることを明らかにすることはできなかった．

 皿 結語

 冠動脈血栓の摘出を目的として冠動脈血栓摘出カテー

テルを新らしく考案作製した．この装置を用いると冠動

脈を切開せずに，常温拍動下に短時間で，安全かつ確実

に血栓を摘出できることを確めることができた．

 心筋組織間隙に動脈血を加圧注入または左室内圧を用

いて導き，心筋を直接養おうとする試みはB．C・の実験

で否定的な結果であった．

論 文 審 査 の 要 旨

 秋元は冠動脈血栓摘出カテーテルを案出し，これを用いて動物実験では極めて容易に短時間に冠動脈よ

り血栓を摘出し得ることを証明した，ままた心筋への動脈血供給手術に関して新しいアイディアのもとに

動物実験を行なった．これらは心臓外科の発展に資するところ多く，価値ある研究と認める．
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